
チ 如鶏造成のための免芸壇歯轟琉選定に関する観取  

井暗金二  名食秀一  

新原 ］ミ  

ミ え がL 亘   

わが軌二虚した肉用麿賓の費箆‘ニついて．どの罵盤が貞レているかを知る  

．Eめ昭和jク生皮宍慮麿畜役常にかし1て県嵐為敦賀の協力を得て，．廟入肉用  

盈？父方夕桑晩w、じ経年，M．S．2．、「の∫系艶と．レU・R垣Pノl、Tの5弟晩とわが  

河鹿泉の兼用榎 β．P．る．R．N、H隆と卵用度．叫L患およ乙ヾ／代巌鹿（8甘ぇ  

甘j 生身太とした、占双風合吐のゑ監疏験を得い．j／〃∫新の戸／につL）  

て訝重し 父方の煮魚としては一府．し佑C痙M及び年系左裾R使仁料いては  

J流産虞．痩した。   

束五度L貰一罫釆凌親とし′こ〟、R痩の外日P・SR▲N H費のJ還堕に女系患叶卑  

見が丁景仁対‾し，二れら宙、承のうらどの還橡が適し⊂いるか邑知るため仁鞄  

当り武夫絶仇なの度肉性能無産を行い．1許売品魔の密度邑行うヱととなり  

当怒に忍いても下急の計晶仁むとす■■いて上記款験の／部を令」空してノ本軟質乏  

異風した．  

A 試験命脛（身ヱ牧J  

カ／表 錬磨区分  

秀  之  壁  

凰．声∴也   ’乙しな冬 

ナ∴や  

ス・S札   ∫ク  

区 分  × 対日 ′‘   、rク  

×U拾R（り   ，㌻∂  

．．大仙R（q）   ∫∂  メご       古        殿区．  WC（トリ x＼〟R（L）  十∴  キ   占    匠  8／ク 占   

（ま」／、■各琶rク研の交線乙＼な  

は亡れさ礼鑑別のエ含  

♀同数とする．  

故験の斯牒  

昭和j P宜プ月／∠憲 へ 昭和59蟹．9月ヱ○甘（／∂エ日■向J  

β．筑琵の方式  

／、観庚色合な舛／表に示す膚りで る区取付より象 臆別に夙発した，   

ユ 殊用した素徴忍並に草綺】エオユ表の濁りで邑向の環晩夏をで亘るだけ  

（？ズ）   



少くするよう1二あ周各区の角程巷兎の位眉を交督した一  

升2表 見周斉j醍署  

1 

∃ I布   患羞鏑雷  素敵為のち駄   呵 責 密 畏   

ク月ノヱ巳へ／乙日  ∫日岡  

刻丁 級     乙日向   A  ト  

（即   

デク亡竹んXムフごプ仏ズJ〃ど伽に∫－ク喝  

究）ど〃一兎∂亡仰エビJ富亡令んに、仁～ク礪  T 】 ：区別  鰐                            禽芸 け還  ノJヌケ、ソトブルタニ 
商法験餌向中⑦費芸．尺俣は紆秦／の慮りでらる．  

3喋乾した閏艶味井3冬に席した利金のものを飼風食故に渇足配合させ   

紋付‾より〃周今まで初生周と、給与し1八尾車凍．用を費用Lノた．  

冤j衷ノ供開園料の1配合事l命  

‘配 合 剤 合 ぬ よ が 東 分、  

∂．） 一夏〉＞  

ヱクー）∠g  qP一丁p．N  

禁色トウiロコシ  

大 豆 粕  

乙∫．々／宛  

ユ′ ク∂  

魚  j扮   

アノ】フPルファさ▼）レ  

炭吸加レシウム  

・．∴∴   ‥   

吋久Ca  

ミネフトドC  

ビーフイドC  

ビタ主ン4、D剤  

ト‥、→   

∴、「－ヽ   

‥L㌻．へ  

．～．〈フ（）   

Lへ∫‘（   

∂，／〈つ  

∂／∫ 】  

討取風早乍珂科KK   

憲合：雲芸㌘て芸納また岬合  

アンプ㌔－ル乙原碍  

・・∴  一丁  

β．ク＼r   

β、／   

√l．／（ク   

∂．∠〃   

♂ ／∂   

β ／（ク  

／■ ∴∴  

〃 ／ク  

∴、「・■一   

れ／き   

∠フ．＿2こ〉   

ゆ．／β  

－  

Dl】～メチオニン   

ヒつリメサミンノ  竺空」」那臓  女♂♂考敢   

（7j）  



〃 為痘の予防は葬／胃を敏付甘（7月／ヱ日」弁之司をj測今（才用エ   

ロ〕に子守っ走エ．  

士．嘗里方邑  

智声は当翳の常民によるも．珂凰舎与lま不断給与ヒレ 煎鉦 ブリッ   

トl式港与しない   

計験或頃  

＼’hl   
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／）育成璽了奔或卓は斉4表に元す頃り好男匡汲にj邑l式／♂∂％で、あリ   

4区域答／利尿＼ソ＼キ∫区味♀／新見ッ、キー二て輿突山鳥花曇各マ9さ   

％てある．   

／区竜にユ区は〃凰尺頃より＿ 秀丸 命忽舟とろ八ケイレン症状え宣＿   

する農ぶ免生した．輿気絶を剖喫するにそ⑦病因が不断で吊るのご家畜   

野生斌境港に頻瞳鑑足を低額しち、∫脚より中療飼胤lユ別り償えること   

により前記症状の礎ユ凄くま■リ．専攻薮もノ巳才女％之区ク㌢％と他の   

4＝区と上ヒ致して／劣った＿  

閏 家電街生療果局l二赦喫しち病性鑑虐牒ノ果lヨこ別暖め濁りごろるカヾ外   

観庶吠より透ぇら九る。ニューカ、ソスル病＿ 鬼脳浴堕炎．殖産型リンノヾ   

観象尊慮否足皇九，環取材周一会則lニ．小脳の原色助軟、化味．そ分苑因を知   

ろことはむプかしいがビタミ ンE欠乏仁摩濁する褒化と簸玖するとこる   

カいら．水洗農に兵屑した密漁周筒乳仁尾周丁るものかノ也区に免生を列な   

いこと∴か∴土／区2区の参方穐象l二足画するもめか又は他の原因に席喝す   

ろ℃のか．東武焚で、は鬼′帰し得なカ＼った．  

舟古家 襲苑及淘 汰亀  

屋捲瑚・麒  
区   鬼  菟  

…  
簡   老  

小  く⊃  淘志喧兎風雪諭の1カである   
／区   

阜   

合  2邸＝細腰   二之   3  
ヱ匹   

．♀  ノ羽萄徽   ／   ／   

々区  合  ノ洞見り＼キ  

∫邑 ♀   ／∠昭見、リ、≒  

ヱJ発責：魚軋ユついこ曜弊衣去◎摩りであり．亀革今の各区の平均殊更   

の府屋真の墳月．結果妓肘象2の濾りで参る．  

鳥盈についこ味．）計実直は佃区より岳週優れた発育皇席し．次いで女邑   

g邑 ヱ匡3匡／区⑦煩モ負った。  

〃邑g邑め勘仁任奄愚眞は剋のらぶ∵す．／＿ ヱ j匡必何にもノ昔や   

以后考眉邑lユ匁められなカ＼つたu ノ．j．j たと4区ぐ医村犀星ヒ勿旦   

は帝展の諷モ勿った．  

老ノ櫨にっいては．吋栗区逸に£匡が同荏原ご菟り也の4牢よリ サぐ九   

た舞扇を元レ両区◎向l＝は村恵墓．は熟めら礼ない．次いで〃区3邑の項  

（7合）   



で巧るがユの両区も店ヾ、】『∵置屋で一句邑の薗に存意眞は忍あら九ない上  

火にニ2区／区の県であつ已、  

／、ヱ・J邑の何には慮と可確斉養差は菰あられな＜一 〃邑と⑦何  

にもP週今次烏荷票農は薄めbヌし謀かった．   

こ〕健j瞳を渡合、した鼠靡は．対‾鷹匠が最号）壌斉しき区女医3直之区ノ邑◎  

原に対■兇より／凍る残額を示した、が∫邑は古遁や火急 4芭弓耳∠筍今   

1久暮．軒慮邑との何に素点差】去簸めら九なかった。2匹jき邑P∴ぐ区虔  

よば河愛区立の間じ常亡薦局の差があり．／区l壬4区と∈邑および対  

梵と句碑に常に寿患あ鼻を生じ最屯濁る見承を示した。   

〆L〉 敬⑦億垂⑦大ノJ、星辰す錬磨囁足許ら町二及巽像教の凰は應．蝮列で・  

は攻邑およがヱ邑併催鼠より優れており絶境盈会した原念珠殊憂⑦低し〕   

／匠ヱ邑3医が体夏の大きし14匠・よ邑対■意匠よリル＼さい値左京した勺  

改区古邑卦牽邑り3区の蕉睾昭屋の優昧g区カミ、最も小さく医－でろっ  

た、／．ヱ．J庄◎†軒喋太一星を認めゑかっモー   

ムJまたブロイ ラーの市原仁おける生保曇とレて3ポンドが一叔亀に最   

痺ごあると羞えら九るの∈盤痩．二劫．⑦平和体重が3ポンドに塵す  

る司令星／換許す九ば大体次のよらに象る。  

対．驚区 占ヱ日 吉区 ∠4日 ゲ邑 占45 β区三 占グ8  

ヱ 区 占∂ロ ／区 占9 日  ヒ変り紆思邑とノ旦と◎遷牒  

ク日嘲と訣る．  

jJ荷風専来卑：珂県債改革あ、よが餌乳尊求要は苑4象亡点した遺りで香   

り．衛各区¢乎均殊更3ポンドに逸した時⑦珂札免償敷革を／象汁しノて韓   

私費求、奉呈鹿、計す机ぼ奔∠長の眉りと貧る（  

如占最 塩鮭恩赦の安和殊墾ノJ∠∂才に重した時⑦  

鹿計飼劉草薮率  

尊・求＿率   

コ・ア  

∴ こ、  

∴ こ  

ヱ．エ  

・三  

j．∫  

区．   亀  

ノ  星  

ヱ  邑  

、こ  二ミ   

＿  喜て   

身  罷  

対象 芭  

＼1し‥   



即ち′ 兼〃及の∂．クー ／∂．阻今の果汁詞風蓼牒率および舛占去の．塩   

計河温皐求愛の示すよ三〉仁．亀邑J二大き墓差異l式寒あら礼ないが村兇星′   

∫邑〃星は磨人ど同役度ご′巴区より住宅羊良く次に3邑2区が呵置及   

で・．二れ仁久し1でおり／監は岩手島、とっている．  

隼）猟娃轟①地異愛鳥っいて：晩生恕は名筑、験邑ごと仁（合ヱの平均疎畢J   

鹿ノ舅／J∂ク 茅 の妖星に逢い風合⑦体重別定時仁おいて 欝布猟吐慮   

径4仁鶴城上のものの各試験区の仝閻一軒に対する出、毘の率をあた▲ 残照   

ほ努々長の濁り ∈3邑が革も少く次いで∫医／区2匡4色好．撃区の県そ   

参 つ 7三。  

∫」新色について二 有色不鼻筋亀巧出現をみるため．／Oi町今の卑了野lこ   

みいて ∈）白色（爽＿い灰色．ノごフ色と含公）㊤包邑に昂邑⑦剰邑のあ   

ろもの e）昂邑の℃の．のj区実＝こよりそめ出現率を詞重したp その象   

寮は常夏看l二元すとあ＝」で有色不適劇亀の出現＿薮蚊ノ匠∫区は∂〆相思   

邑ヱ％〃匠メ、2％2圧／よ老％j区杖∫♂．クプ右てトあ二＞た㍉  

占ノ 鼓東サ留こち鼠1オ平均値に近い体重のもの鐘え 應ス叶〃研仁ついこ   

詞餐した〝 牧内象量疏項．爾後のと席更から頭（努／釈鹿より）月町（窄も   

カ生えている拓と襟、の鶉との魔の親類〕内磯の木耳食鶉介邑除いた雪垂   

ヒレ肉風そ巌肉亡入ろもォ珪粁風／ヒ巌 流男とした、ニの皮肉歩哲リ  

†毒炎双麦の粛りで3邑タブ、∫％対‾眉＝星∴㌢2‥ク莞／匡ニタ／．jモ露」Zg」卓∠．j   

％〃広クヲ、g％∫邑クヲ、‘％⑦債であり底重⑦大ノトに掬わらダー略閂ノ邑  

／焚でろった。  

ク」j何箱水庫の灸果皮：各邑隠埼／jク∂弓＝二撞い珂性罰冬藩に飼確布状   

渡⑦状箱について調森した〃  

ノK塵＿の色魔ないも⑦－一－ 峯屋にあるもの一■－・± 商品亀笹を恩くする   

覆珍言．め－－・十 ヒした．   

そら現侯は井〃泉に示すとみr」で商品拡但を慮くすそ置のものは各区   

と屯見「声うたら㌻最長iエフ弓く膿め発霜を見るもク）は∴ヲ匹／∠％／区／‘ク％   

2邑ヱ5、／％■で／ユ3E万拍二曳杓少ぺ．ご冒二J劣∴7彪∵村雲＝乙∠“．∂：％・＃   

区、㌻ぎ∵失禁≦ k∴タ．J．∠邑が去較杓βかった．  

鋸 j酎針粁恋∴針針粁針町軋軋祭と乳鼓隼了簡オ生島簿禿庖低に りた乾   

してあした．月  

その私蔵は神々真の阜薫書を武蔵∽ji玉1」空匂ってオ常区．／ククに対し   

てJ㌻匡ニラ占．≠  木星ウ∫．ク ．ヲ匡ニヂj．ク  エ邑智j、クて、／邑はク∫．、ぐで   

そノリ．計腰エて先負して各邑ス腐る．吠≦∴匡∈∴よむ、4をはその藍はわヂかで、  

、ヾ＼   



′勇名が 3区2邑／区はかな1」烏とりJ手ーニ／巨は明らカ＼にノ舞っ巳．  

D二重・乾  

大観侯l去ゎが軌二遺した何周座席乃斉卑仁つ－いてど乃品 亀〝増しこい   

るかと知るた巧．昭和3ノ伍長真庭直筆ノ較荒仁発いて 〆弓河馬ウ，父方者泉   

銃（w、こ壁∫展乳 叫R覆3東泉）とわが国在来¢蔑常夜（6P．5咤．卜＝」）   

癖用度（しレ．」J及が／代應硬（計上．R．H）を母方とした文展武原を行い父   

方◎寮洗とレて扶一府爪ワイトコーニッシュ絶卜1果皮び年系ルワイトロ  

・ソク摩．・二ふいてJ衆を震度したので強談贋は牒項牒牒としてホワイトcツ   

ク蜃の外．ロ、ソク・ロート ニューハンプ．のj昌塵亡父糸鹿M．年系乙   

交配レ三才Lら拶系のうちどの芸歴ガ逸しこいるかを知るためにその東森久   

なめ屋内性展について訣戻した．  

即ち相思区として∵仇′・C（卜り×1〟．R（LJ〔∋風合ヒを用い．試、験邑として   

WC（宣）X臥D．灸／邑ニ＼拭こ（GつノくS．久重∴2区：1V」C（耳）x．Nトl星3区∴   

町．C（q）×W．R（LJを4匠 こルニC（q）×V爪R（D〕左古邑とし各区塵星座二言   

研ず、っりよ∂材乏用い⊂ ノク河内の生長数段を待った．  

／．尭及妥につし－て．タ盟今歎／区．ヱEにケイレン薮蚊を呈する径が泡  

生したかニユ＿力、ソスル痛．鹿阻奔蘭災．神泉型リンパ隆症コクシゾウ  

む直筆lよ奄足さ礼たが小槌の点邑脳軟化は その癖国主知ろこ とは℃ゴ  

かしいがと■タミ ンE欠乏に尾慰する変化と琴似、するところから新選．月飼  

札に尽記するか．也勘二兎生をみない／定から1野方鶏敦仁ノ琶閻するか 他  

の原因l二よるものか入試壌で・lま克明レ冬な力＼っちが車亀岡乱に研香えて  

から1まそめ免生左みなわ＼ったヱのためlニ／、ヱ匠ば佃区より斉現要は薫  

った，他の4匠味9♂％～／♂∂〆の寿曳牽で鼻具l王冠也ら几ない、   

2鶏素lユついては対思匠、吉区〃区の・鼻音蒸蜃の〝R牽の3旦！言いヂ九  

も拶、方鶏垣の弟原産邑（8．P、SR．Nりノ古山博九た発買主元した．  

原石鹿蜃のlV．Rノ車区の改区£邑灯恩区直 痩の平均線牽こは、免計均に忌  

席遷の鼻は恵めら孔なかったぶ対照区 ∫区．々邑．切額∈一対思邑ガ桑屯   

儀礼た免責を示したが 観の汰象の入ノトを示す虞崖偏差・オ哩は應塩見  

みごはぎ芭小一叢もノ】＼さく．攻巳吋恩邑の原モろった∴  

邸首席蜃の魚用慶邑の／邑ヱ区j区（芸風叶藍＝こ埠萄農匂星杖碍めら軋  

なカ＼つ一紅餌∵ヨ区∴z区／邑句風ウつ発頭ゑ東した 療華癖邑1ミj区分淘に大量、  

左．羅ゆなカ＼った，   

3 餌風草薮車】二ついこノミ各区平河体象3ポつンドニ遷する暗⑦臆斗何科  

冬求室乞求めると 超鳥海蜃叫良蜃区の女邑£匠町澄駐功向にぼ星異l式  

・、J）   



簸めら札す一 三夢方是覆力兼悶墾区の／匠2匠3区は〃区、古邑≠「慧区より  

・芝草－／尖る1句魯にあった∴  

草 薮畦興り政見につぃてlま・各区の侭受像應／？♂∂㌻程度の蒔⑦粛盈   

でにトう区（超方N H）が苛も少なく．対頂区が最も多かったが界方為替、   

の〟．R費．区⑦内でぼ吉良（仙＝之（Dりが少なかっ込．  

∫ 月針瞳r二ついては．ブマイラーと∪一この着色の芥蜃野毛の姐熱l壬5邑（   

邸方N HJが蚤も多く．次いでス邑（超方5．R）で亀ゐ4邑式同属にす   

春慶、の出、毘はな．外〇た．  

占，－硬肉歩留りは名匠犬釘宣罷カら九条かった。  

7 衝馬フK恩⑦奥尻についてlま各邑ヒ℃商品伝但を靂くする家長のも◎は   

策当らヂ耽々体重／jククぎ程度の時のノK磨発見は藍廣の℃ので萄つこ   

その灸＝冤度lむ怨方怒覆が〟．R匿区の方が高く兼用整区の方が低かった．  

タ． 

が最も咳九 よ■匠〃巳功頃で・ろる轟方潟象⑦兼用蜃区は吋腰已に広較し   

て媚ら上＼に腐る、占邑（邸方NHC）ヱ区（邸方SRj は可星虞で／区   

（辟方B P＿）周∴乙区．8邑よりも明らかに満った∴  

以上⑦凍原より薦卑すると鬼観験仁おいてlまべ方薦堅オ〟．仁象M添み   

ょび合具に劇男爵径として＼V．邑亀の」泉左、よ水D泉ヒら央牒凋頂イ牒ほ   

双硬は大差は会いがわず、ヵ＼に皿＝ニ径♪1糸としレ，R虐．L糸◎讃乱含‘吐（対■男至邑）   

か・囁礼‾こいる、  

父方薦象仁しレ．C蜃め今泉星用し1身完膚鹿′二わが国在来の兼用倭ごちる  

BP．S R．．h＝」C鹿を属し1たノ忙亀麿は＼ゾ．C詮卜1恕よび今泉じ＼V．R夜L由   

ユ扶D泉を用いちもゝのよ．りは墓シヒリ．かっこの3急の間には大東は鞄め   

ら椚」与∵いノか＿ わず●かlニS且ゑび八l【」こ垣と珂いた昆が硬る＿  

（曾ス）   
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